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成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標 年度末評価

（前年度の成果と次年度に向けた課題等）
評価

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等）
教員
評価

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

個別最適な学び・協働的
な学びを意識した授業の
確立（ａ・ｃ・ｄ・ｅ・ｇ）

○研究授業でめあての立て方やふり返
りの仕方について、全校で共通理解が
でき、自己調整力を教師も子どもたちも
意識することができている。
○学校教育評価アンケート（児童）の
「学習（授業）に進んで取り組んでいます
か」の項目では、肯定的評価が前期は
前年度より若干低かったものの、後期
は前年度より約３％上回っていた。個別
最適な学びを進めていくことで、子ども
たち自身が学習に前向きに取り組むこ
とができていることがうかがえる。

B 個別最適な学び・協働的な学びを
意識した授業の確立（ａ・ｃ・ｄ・ｅ・ｇ）

・めあてに沿った学びの振り返りをもとに自己調整力を評価する。
・主体的な学びに重点を置き、課題設定の工夫、効果的な言語活
動、相互交流等を取り入れた授業展開を意識することで、学校教育
評価アンケート(児童)の「学習（授業）に進んで取り組んでいますか」
の項目で肯定的評価が90％を上回ることを目指す。

・めあてに沿った振り返りの視点や方法について全校で共通理解
をして取り組むことで、何ができるようになったのか児童がメタ認知
し、自己調整する力を養う。
・どの授業においても、個々が何を、どの手順でどのように学ぶの
か、めあて・見通しをもって粘り強く学べるようにする。
・指導補助員やがんばり学びタイム指導員らと連携し、児童個々
の課題を明確にし、個別最適な学びを進める。
・学校司書と連携し、各教科の中で活用できる本（資料）を提示、
学習活動に広がりを持たせられるよう支援する。

思考力・表現力の育成
（b）

〇研究授業では、事前研修で活発に議
論することができ、どの研究授業も、活
用を意識し思考力を伸ばす授業をつくる
ことができていた。また、校内研修会に
講師の先生を招聘することで適切な助
言をいただくことができ、めあての立て
方やふりかえりの仕方等、研究を深め
ることができた。
〇学力テストの結果は、国語「Ａ　話すこ
と・聞くこと」は全国平均を下回ったが、
国語「Ｃ　読むこと」と算数「思考・判断・
表現」は全国平均を超え、取組の成果
がうかがえた。

B 思考力・表現力の育成（b）

・研究テーマ「学びをつなぐ子どもの育成～活用を中心にした授業
展開～」での研究を継続してさらに深めていく。「考えるための技法」
を先生だけでなく子どもたちも使えるようにするために、今年度は全
学年で教室に掲示し、授業で取り上げていくことで、思考力を伸ばし
ていく。
・朝会での発表の機会は、昨年度に引き続き今年度も同様に取って
いき、表現力の育成につなげる。
・以上のことで学力テストの国語「思考力、判断力、表現力等」の「Ａ
話すこと・聞くこと」と「Ｃ　読むこと」と算数「思考・判断・表現」で全国
平均を超えることを目指す。

・年間に全職員が研究授業を行い、特に事前研修で授業
づくりについて活発に議論することで、より良い授業がつく
れるようにしていく。年に３回大学の先生を講師として招聘
し、２回は研究授業について助言をいただき、夏休みには
授業づくりについての研修を行ってもらうことで、教師の授
業力の向上につなげる。また、それ以外の研究授業にも三
田市の指導員に講師として来ていただき、指導助言をもら
えるようにする。どの研究授業後にも事後研修会を行い、
授業について検討し研究が深まるようにしていく。
・朝会等での発表の後、児童に感想を聞いたりふりかえり
をさせたりすることで、自分の表現の評価とし、表現力・対
話力を高めるようにする。

家庭学習の習慣の確立と
充実
（ｃ・ｆ）

〇学校教育評価アンケートでは、「子ど
も自ら家庭学習に取り組む」についての
肯定的な評価がほぼ66％に達してい
た。自学ノートを掲示したり、漢字ノート
を掲示したりするなど、家庭学習の取り
組みを評価する活動の積み重ねが、こ
れらの結果につながっていると考えられ
る。
〇3年生以上では、タブレット端末の持
ち帰りを、原則として毎日行うようにして
おり、家庭学習に活かすとともに、児童
の情報活用能力を伸ばすことにもつな
がっている。

B 家庭学習の習慣の確立と充実
（ｃ・ｆ）

・児童が、主体的に学ぶ力を伸ばしていくことを、家庭学習の目標に
する。
・学校教育評価アンケートの、「子ども自ら家庭学習に取り組む」の
項目で肯定的評価が70％以上になることを目指す。

・自主学習でどんな内容をどんなふうに学習したらよいの
か、学年に応じた方法を年度初めに児童に具体的に示し
指導する。
・自主学習ノート、漢字ノートなど、家庭学習でとりくんだ成
果を校内掲示し、家庭学習の定着につなげる。
・タブレットの自宅学習での活用を促していく。、タブレットを
活用した個別最適な学びや、動画視聴やデジタル教材の
活用による学びの多様化を具体化し、家庭学習への意欲
を高めたり、家庭学習の習慣化につながったりするように
取り組んでいく。

児童理解に基づいた指導
体制の確立（ａ）

○児童理解研修会で全職員が児童一
人ひとりを共通理解する機会を持った。
加えて巡回指導で指導方法の検討を行
い、授業改善を進めてきた。また、毎月
の職員会議や委員会など、あらゆる機
会をとらえ、児童の様子や変化を共有
し、深い児童理解に努めた。
◆今後も、職員のニーズに合った研修
テーマを設定し、日々の教育活動に生
きる研修計画を立て、実践していく。

B 児童理解に基づいた指導体制の確
立（ａ）

・年２回の児童理解研修、年３回の巡回指導などを通して児
童理解を深め、小中連絡会を学期に１回（年３回）開催する。

・児童の実態に応じて個に応じた支援を行い、関係
機関と連携し、指導方法について助言をいただい
て、児童理解を深め授業改善を進めていく。

社会に開かれた教育課
程を支える風土の醸成
（ｃ・ｇ）

○地域の方にミシンボランティアとして学習支援を
してもらうことができた。また、図書ボランティアによ
る定期的な図書室の環境整備や読み聞かせ活動
を実施できた。また、3年生の環境学習でブイブイ
の森クラブの方にも学習支援いただいた。
○児童の学校生活の様子を行事や授業見学を通し
て見ていただき、学校運営協議会にて児童や学校
運営について意見交流することができた。
○教科担任制を高学年で実施できた。小中一貫カ
リキュラム作成に向けて、公開授業週間を設定し、
小中で授業を参観し合い自分たちの指導に生かす
ことができた。また、中学校による出前授業で、生
徒会から中学校生活について話を聞くなど、進学に
対して安心することができた。
◆地域ボランティアと学校をつなぐ、コーディネー
ター的な人材を今後も探していく。一方で、地域の
支援が必要な場で、その都度地域や保護者にお願
いしていくことも大切にしたい。

B 社会に開かれた教育課程を支える
風土の醸成（ｃ・ｇ）

・地域コーディネーターと連携を密にし、相互に効果が生ま
れるよう、広い視野で多くの学校支援ボランティアの活用を
計画的に推進する。

・地域コーディネーターとの連絡会を月1回開催し、
計画的にボランティアを活用できるようにする。
・地域コーディネーターを中心に保護者にアンケート
をとり、様々な学習活動の支援ボランティアの参加
可否を集約する。それを基にボランティアの配置を
行う。
・学校運営協議会において、地域人材の活用につい
て引き続き協議するとともに、地域コーディネーター
の定着を目指す。
・小中交流週間を実施し、お互いの授業見学を行
い、円滑な小中連携に努める。また、学校園所連携
の推進に向け、教師間での合同研修等を実施し、交
流・連携を深める。

４月
年度末評価

２～３月
前年度

〇「教員評価」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（1～5の５段階評価）の平均値
〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず

三 田 市 立 狭 間 小 学 校

研 究 主 体 【 学 力 向 上 推 進 委 員 会 】

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標 豊かな心で、自ら考え行動できる子の育成 変 容 を 目 指 す 資 質 ・ 能 力
a 知識及び技能　b 思考力、判断力、表現力等　c 学びにむかう力、人間性等　d 情報活用能力
e 課題解決能力　f 学び続ける姿勢　g コミュニケーション能力

令 和 ８ 年 度 学 力 向 上 指 導 改 善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿 主体的に学ぶ意欲を持ち、つながりを活かし学びを深める児童、お互いのよさを認め、相手を思
いやれる児童、自分や相手の体・健康を大切にし、ねばり強くやり抜く児童

継続性

学 校 長 山 田 美 佳


